
　

桜
前
線
も
徐
々
に
北
上
し
、
春
色
の
な

ご
や
か
な
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
て
、
今
号
は
、
第
二
回
目
の
日
本

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
の
情
報

を
中
心
と
し
た
記
事
を
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
七
日(

金) 　

　

 

～
二
十
八
日(

土)

■
札
幌
市 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ｊ
C
O
M
M
は
、
日
本
国
内
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト(

M
M)

に
つ
い
て

の
行
政
や
実
務
支
援
、
な
ら
び
に
技
術

発
展
を
目
指
し
た
会
議
で
す
。
M
M
に

関
心
の
あ
る
行
政
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

研
究
者
、
交
通
事
業
者
、
市
民
団
体

な
ど
、
皆
様
の
ご
発
表

・
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。   
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こ
れ
ま
で
、
札
幌
都
市
圏
に
お
い
て

は
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
地
域
住
民
、
二

〇
〇
〇
年
度
と
二
〇
〇
六
年
度
に
小

学
校
（
児
童
・
保
護
者
）
、
さ
ら
に
、
〇

五
年
度
、
〇
六
年
度
に
は
事
業
所
（
公

共
団
体
・
民
間
企
業
）
を
対
象
に
『
か
し

こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組

み
を
広
げ
る
た
め
に
、
〇
五
年
度
に
は

環
境
省
・
北
海
道
運
輸
局
・
北
海
道
・

札
幌
市
及
び
隣
接
市
町
等
に
よ
る
『
札

幌
圏
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討

会
』
を
開
催
し
、
実
務
的
な
議
論
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
圏
に
お
け
る
M
M
の
特
徴
を
挙

げ
れ
ば
、
一
つ
は
ト
ラ
ベ
ル
・
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
先
駆
的
に
実
施
し

て
き
た
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
と
、
最
近
で

は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
法
と
ア
ド
ヴ
ァ
イ

ス
法
を
軸
と
し
た

W
E
B
シ
ス
テ
ム

（
図
参
照
）
を
構
築

し
、
事
業
所
M
M
を

実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
後
者
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
よ
り
、
一

定
の
効
果
（
〇
五
年
度
の
実
験
に
よ
り

自
動
車
の
手
段
分
担
率
が
五
％
減
）
が

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

参
加
事
業
所
数
及
び
参
加
者
数
の
拡

大
が
目
的
の
一
つ
で
す
。

　

〇
七
年
度
は
、
第
二
回
日
本
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
の
開
催
地
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
開
催
地
と
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
M
M
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
札
幌
市

及
び
隣
接
市
町
と
連
携
し
、
事
業
所

M
M
・
学
校
M
M
・
転
入
者
M
M
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
現
在
の
検
討
会
メ
ン
バ
ー

に
加
え
、
交
通
事
業
者
や
民
間
企
業
も

参
加
し
て
の
協
議
会
の
設
立
も
予
定
し

て
お
り
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
M
M

施
策
の
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
札
幌
圏
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
会

座
長 

北
海
道
大
学
大
学
院
・
高
野
伸
栄 

 
 
 
 

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部

北
海
道
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
）　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 第二回　JCOMM 開催のご案内

■参加申し込み　　        2007年7月6日(Fri)締切

■発表申し込み　　        2007年3月31日(Sat)締切

　                　　　①発表者・連名者の氏名・所属／勤務先､②連絡先(住所､tel､e-mail)､③ＭＭで使用したツール展示の可否､

④発表タイトル､⑤発表概要(300字程度)を明記の上、事務局(jcomm@plan.cv.titech.ac.jp)まで。

①氏名､②所属／勤務先､③連絡先(住所､tel､e-mail)を明記の上、事務局 (jcomm@plan.cv.titech.ac.jp)まで。

※　参加費は無料です(テキストを当日に発売：土木学会より見積・納品・請求書発行可能)。

※　発表申し込みは無料です。

※　発表形式には、ポスター発表(ポスター掲示と説明)、口頭発表(スクール形式での口頭発表)の2通りありますが、
　　個々の発表の形式については、プログラムの編集上の都合から、JCOMM実行委員会にて検討させて頂きます。

● 平成 19 年度　JCOMM 賞候補募集

　国内の様々なモビリティ・マネジメントについての様々な取り組み・研究の中から、

その実現に貢献した個人(複数可）あるいは団体（複数可）を表彰いたします。

そして、本賞を通じて、モビリティ・マネジメントの「実務発展」と「技術発展」を期待

しています。

　皆様のご応募・ご推薦をお待ちしております。

■ 募集期間　 2007年3月1日(Thu)～3月31日(Sat)必着　 詳細は、http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/jcomm.html　をご覧下さい。

■ 候補対象
　◇ JCOMMマネジメント賞　◇ JCOMMデザイン賞　◇ JCOMM技術賞
　　　

■ 推薦(応募)の方法

1)　推薦者　　　　他薦あるいは自薦とする

2)　応募書類　　 別に定める推薦書1部に、当該業績の関連資料1部 (論文
　　　　　　　　　　  報告書［複数可］、ツール一式等）を添付

　　　　　　　　　　  なお、JCOMMデザイン賞については、可能な限り、ツールの現物
　　　　　　　　　　  　　を添付して下さい。推薦書はJCOMMのHPより、ダウンロードできます。 

3)　提出方法　　 郵送、e-mailのいずれも可

4)　提出先　　　　JCOMM実行委員会事務局
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意

　

一
九
九
八
年
、
わ
が
国
に
最
初
に
紹
介

さ
れ
た
M
M
は
、
ア
デ
レ
ー
ド
市
に
お
け

る
取
り
組
み
で
し
た
（
原
田
＆
牧
村
一
九

九
八
）
。
世
界
の
M
M
第
一
回
は
、
こ
の
ア

デ
レ
ー
ド
市
の
M
M
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
デ
レ
ー
ド
市
は
人
口
約
百
七
万
人
、

豪
州
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
州
都
で

す
。
二
〇
〇
六
年
十
月
、
筆
者
が
当
地

を
訪
問
し
た
際
、
州
政
府
が
ス
テ
ィ
ア
・

デ
イ
ビ
ス
・
グ
リ
ー
ヴ
社
（
S
D
G
社
）
に

委
託
し
、
約
二
万
二
千
世
帯
を
対
象
と

し
た
M
M
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ト
ラ
ベ
ル
ス
マ
ー

ト
」
が
進
行
中
で
し
た
（写
真
1 

作
業
事

務
所
と
ロ
ゴ
）
。
委
託
費
は
二
〇
〇
五
年

五
月
～
二
〇
〇
七
年
六
月
ま
で
の
二
ヵ

年
で
約
二
億
円
（
一
世
帯
あ
た
り
百
豪

州
ド
ル　

約
一
万
円
）と
の
こ
と
で
し
た
。

　

S
D
G
社
の
M
M
の
特
徴
は
、
丁
寧
な

個
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
点

に
留
意
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

ア
デ
レ
ー
ド
で
の
ト
ラ
ベ
ル
ス
マ
ー
ト
の

手
順
は
表
1
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の
う

ち
、
②
「
会
話
」
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
核
と

な
る
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
会
話
」
は
、
「
先
日
お
手
紙
を
お
送
り

し
た
南
豪
州
政
府
の
も
の
で
す
が
、
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
か
？
」
と
い
う
一
言
に
始

ま
り
、
交
通
に
関
し
て
何
か
困
っ
て
い
る
こ

と
が
な
い
か
を
聞
き
だ
す
た
め
に
行
わ
れ

ま
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
が
特
に
無
か
っ
た

と
し
て
も
「
例
え
ば
こ
う
す
る
と
、
あ
な

た
の
生
活
が
も
っ
と
良
く
な
る
の
で
は
？
」

等
、
い
わ
ゆ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
な
会

話
を
行
い
ま
す
（
会
話
例
参
照
）
。

　

こ
れ
ら
の
「
会
話
」
で
重
要
な
の
は
、
興

味
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
事
情
な
ど
は
人

に
よ
っ
て
全
く
違
う
た
め
、
ケ
ー
ス
･
バ
イ

･
ケ
ー
ス
で
の
対
応
が
必
要
に
な
る
と
い

う
点
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
は
ひ

と
え
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
S
D
G
社
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
た
め
に
雇
用
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
タ
は
、
電
話
担
当
と
訪
問
担
当
と
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
話
担
当
者
は
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
出
身
の
人
が
多
い
の

で
す
が
、
訪
問
担
当
者
は
医
療
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
会
話
能
力
が
求
め
ら
れ
る
職

業
出
身
の
人
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
筆

者
の
訪
問
時
に
紹
介
さ
れ
た
ジ
ル
さ
ん

（写
真
）
は
、
優
秀
な
訪
問
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ

だ
そ
う
で
、
き
ち
ん
と
相
手
の
話
を
聞

き
、
相
手
に
警
戒
心
を
抱
か
せ
な
い
タ
イ

プ
の
方
で
し
た
。

　 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
主
体
と
し
た
M
M

施
策
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
に
は
、
こ

の
よ
う
な
人
材
の
育
成
も
ま
た
、
大
切
な

要
素
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

（
社
）
土
木
学
会　

土
木
計
画
学
研
究

発
表
会
（
以
下
、
春
大
会
）
の
企
画
論
文

部
門
に
お
い
て
、
M
M
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
H
P
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

●
開
催
時
期

　

二
〇
〇
七
年
六
月
九
日
（
土
）
・
十
日
（
日
）

●
開
催
場
所

　

九
州
大
学　

箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

●
論
文
応
募
期
限

　

二
〇
〇
七
年
三
月
十
六
日
（
金
）

h
ttp

:/
/
w
w
w
.jsce.o

r.jp
/
co

m
m

ittee/
ip

/
ip

3
5
/
in

d
ex.h

tm
l

h
ttp

:/
/
w
w
w
.eco

m
m

2
0
0
7
.se/

【
T
F
P
（
ト
ラ
ベ
ル
・
フ
ィ
ー
ド

　
　
　

 
 

バ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
】

　

ひ
と
り
一
人
に
日
常
の
ク
ル
マ
利
用

や
公
共
交
通
利
用
を
振
り
返
っ
て
も

ら
う
機
会
を
提
供
し
、
そ
れ
を
通
じ

て
意
識
と
行
動
の
自
発
的
な
変
化

を
期
待
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

策
。
個
別
的
か
つ
大
規
模
に
行
う
こ

と
で
、
自
動
車
分
担
率
や
公
共
交

通
利
用
者
数
な
ど
の
「
改
善
」
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
も
の
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
参
加
率
」
を
重

視
し
た
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
T
F
P
や
簡

易
T
F
P
が
最
近
の
実
務
で
は
頻

繁
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
T
F
P
に
は
多
く
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
状

況
々
々
に
応
じ
て
や
り
方
そ
の
も
の

を
適
切
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
く
こ

と
が
、
成
功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
五
月
十
日
、
十
一
日
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ル
ン
ド
市
で
開
催
さ
れ
る
欧

州
モ
ビ
リ
テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
で

は
、
健
康
や
、
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
持
続
可
能
な
交
通
、
ま
ち
づ
く
り
、

職
場
M
M
、
意
思
決
定
と
交
通
施
策
、

あ
た
ら
し
い
M
M
施
策
等
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
発
表
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
H
P
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

表1　アデレードでのプログラム手順

　 写真1　
　　作業事務所入り口と
　　プロジェクトロゴ

表2　会話例

　 写真　
　　ジルさん

1

2

3

 会話例 1)

　対象者 ： 子供の送り迎えにはクルマが絶対必要なん

　　　　　　　です。

　コミュニケータ ： なるほど。 例えば、 近所の方と
　　　　　　　　　　　 相談して調整できれば、 必ずしもあな
　　　　　　　　　　　 たのクルマを出す必要はないかもしれ
                         ないのでは？
 会話例 2）

　対象者 ： 僕は音楽をやっていて、 チェロを毎日運ばな
               いといけないのでクルマは絶対必要なんです。

　コミュニケータ ： なるほど。 ところで、 チェロは、 必ず
                         毎日家に持って帰る必要があるので
                         しょうか？

対象世帯に、 TravelSmart の趣旨と今度連絡

します、 という内容の書状を郵送する。

①の対象世帯に電話をかける。 電話で通じ

ない場合、 直接訪問する （全体の三分の二

は訪問）。

電話あるいは訪問での十分程度の 「会話」

を通して、 対象者が何に興味があるかを把握

し、 どのツールを配布するかを提案し、 提供

ツールを確定する。

②の会話に基づいて確定した提供ツールを郵

送で提供する。

：

：

表2　会話例


